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 論 文 の 要 旨 
 
 
題 目 船体構造のスティフナーレイアウトを考慮した有限要素解析手法及び最適化手法に関する研究 
（Finite Element Analysis and Optimization Method Considering Stiffener Layout of Ship Structures） 











































 第 1章「緒言」では，本研究の背景，目的，関連研究，論文構成について述べている． 









とにより，提案する隠れ遺伝子を用いた GA は単純 GAと比較して少ない計算量で最適解が得ら
れることを示している． 
 第 3 章「設計領域を考慮した FEM計算手法と最適化への応用」では，スティフナー本数の変更に





法と第 2 章で提案した隠れ遺伝子を使用した GA を用いて，船体を模擬した検証用モデルのス
ティフナー本数，スティフナー位置，板厚を設計変数とし，荷重条件を等分布荷重と三角分布荷
重の 2種類とした最適化により妥当な最適構造が得られることを示している．  
 第 4 章「多種類の設計変数を有する構造最適化」では第 3 章で行った構造最適化の設計変数で
ある，スティフナー本数，スティフナー位置，板厚にスティフナー形状を加えた 4 種類の設計
変数を持つ最適化問題を扱っている．この最適化問題では設計変数の数が多く，GA を使用して
の最適化では最適解への収束性に問題があるため，収束性の向上が可能な Hybrid GA を検討す








子を使用する GA を組み合わせた Hybrid GA を構築し，第 3 章で提案した FEM 計算手法を
使用して船体を模擬した検証用モデルの構造最適化を行うことにより，安定して妥当な最適解を
得られることを示している．また，Hybrid GA と GA 単体での最適化計算量を比較した結果，
Hybrid GA を使用することで少ない計算量で最適化に到達することが可能であることも示して
いる． 
 第 5章「結論」では本研究での成果から得られた結論と，今後の課題について述べている．今後の課
題は船体 FEMモデルに実際の設計に用いられている境界条件と荷重条件を適用し，提案手法による
最適化を行うことである． 
以上の研究成果から，本研究で提案した手法を用いることで，既往の研究では行われていないステ
ィフナー本数，スティフナー位置を設計変数として含んだ構造最適化が可能となることを示している． 
 
